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個人的に，生体信号で他人や自分の感情を理解することが幸せとは思えません．あまりおこがましいことをせず，
人にとって心地のよいシステムをつくっていきたいという願いを込めてこの絵を作成しました（棟方 渚）

（特集：「生体信号計測の人工知能分野への応用」（pp. 319-355）参照）


